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令和６年度第１回岡崎市環境審議会 会議録 

 

１ 開催日時 

  令和６年４月 26 日（金）午後２時から午後３時 30 分まで 

 

２ 開催場所 

  岡崎市役所福祉会館２階 201 号室 

 

３ 内容 

⑴ 岡崎市における気候変動対策推進のあり方について（答申） 

⑵ 本市の災害廃棄物処理対応について（報告） 

 

４ 出席委員の氏名（五十音順） 

⑴ 出席委員 

   今村ひとみ、岩月幹雄、大美昇治、片岡明博、片山鑛一、河江喜久代、川田

奈穂子、阪口奈央、佐谷智、鶴田和男、鳥山紀幸、橋本啓史、藤田真須美、

丸山泰男、渡邊幹男 

 ⑵ オンラインによる出席委員 

   香坂玲、佐々木健吾、吉永美香 

 

５ 説明のために出席した職員の職氏名 

環境部長 加藤元 

環境部次長兼廃棄物対策課長 蜂須賀功 
ゼロカーボンシティ推進課：課長 古瀬川英樹、参事 稲吉寿浩、副課長 河隅清浩 

廃棄物対策課：副課長 高木祐司、許可監視係長 森本徳恵、主査 川村知輝 

ごみ対策課：課長 木村敏弘、副課長 泉弘文 

 

６ 出席した事務局の職氏名 

環境政策課：課長 雑賀章友、副課長 手島洋二、環境活動推進係長 中村亮太、

主査 小澤有司、主事 伊藤駿、自然共生係長 鈴木智 

 

７ 議事要旨 

 ⑴ 岡崎市における気候変動対策推進のあり方について（答申） 

   事務局から答申内容及び前回の審議会から修正した部分について説明した

後、質疑応答がなされた。 

 

（丸山会長） 

前回の審議での杉山委員の意見に対する修正について、本日杉山委員は欠席だ

が、事前に杉山委員には説明しているか。 
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（ゼロカーボンシティ推進課） 

 事前に了解をいただいている。 

 

（橋本委員） 

誤字脱字の指摘２箇所。 

また、「岡崎市における気候変動対策推進のあり方について（案）」の第９条にお

いて促進区域の説明があると良い。 

 

（ゼロカーボンシティ推進課） 

 誤字脱字については御指摘のとおり修正する。 

促進区域の説明については岡崎市地球温暖化対策実行計画の方で具体的に記載す

る。 

 

（片山委員） 

 パブリックコメントの意見提出者に対しては回答をしたのか。 

 

（ゼロカーボンシティ推進課） 

 これから回答をする。 

 

（今村委員） 

「岡崎市における気候変動対策推進のあり方について（案）」の第 17 条の「環境

物品等を優先的に選択するよう努めること」の環境物品等というのが分かりにくい

ため、「環境に配慮した」というような表現の方が分かりやすいのではないか。 

 

（ゼロカーボンシティ推進課） 

 条例の周知の際には詳細な説明をするようにしていく。 

 

（吉永委員） 

 「岡崎市における気候変動対策推進のあり方について（案）」の第 14 条の「温室

効果ガスの排出量の削減に資するものを選択し、又は使用するよう努めること」と

あるが、選択したのちに使用するので、「又は」ではないのではないか。 

 

（ゼロカーボンシティ推進課） 

 「又は」は削除する。 

 

（丸山会長） 

 原案に修正はないので、原案を答申とする。 
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 ⑵ 本市の災害廃棄物処理対応について（報告） 

   担当課から「令和５年６月２日大雨による本市の災害廃棄物処理」及び「能

登半島地震へ派遣した環境部職員の活動」について報告した後、質疑応答がな

された。 

 

（片山委員） 

今回の災害派遣によって得た教訓等を今後の岡崎市の災害時のガイドブック等に

反映してほしい。 

 また、災害時には産業廃棄物と災害廃棄物の選別が難しいと思うが、自営業者や

中小企業等は自ら処分しなければいけないことがありとても苦労する。今後そうい

ったことも市で対応できるように検討してほしい。 

 

（廃棄物対策課） 

岡崎市災害廃棄物処理計画の見直しを進めており、本審議会にも諮る予定である。 

 

（ごみ対策課） 

 災害時の事業系ごみについては、市が処理するとなると対応しきれない可能性が

あるが、例えば従業員数 50 名以下というような条件を付けると、その確認作業によ

り迅速な対応ができないことも考えられる。 

 とはいえ、市民や市内事業者のことなので、災害廃棄物の対策についても岡崎市

災害廃棄物処理計画の見直しの中で検討していきたい。 

 

（丸山会長） 

 昨年６月の大雨の被害においては、災害廃棄物の処理は市だけで対応できたのか、

広域の応援協定などに基づいて依頼したり、業者に協力依頼したのか。 

 また、災害ごみが発生した際には、その処理を指示する者が必要なので、その点

も踏まえて計画してほしい。 

 また、発災後の災害時の処理計画においては、道路が使える前提としたものが一

般的となっているが、被災時には道路が機能しなくなることもあるので、計画には

その点も反映させてほしい。 

 

（ごみ対策課） 

 昨年６月の大雨時には、廃棄物処理業者の組合との災害協定に基づき業者に支援

してもらった。 

 指示者については御指摘のとおりなので、誰でも支持が出せるようなマニュアル

等の作成を検討していく。 

 道路が機能しないことを考慮する必要があることも課題として検討していく。 

 

（渡邊委員） 
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 計画の見直しの際には、現在の計画からどう変わったかが分かるように示してほ

しい。 

 

（廃棄物対策課） 

 承知した。 

 

 

会議資料 

 令和６年度第１回岡崎市環境審議会次第 

 岡崎市環境審議会委員名簿 

 議題１ 答申書（案）：岡崎市における気候変動対策推進のあり方について（答申） 

 議題１ 資料１：概要説明（あり方） 

 議題１ 資料２－１～３：「パブコメへの回答」他 

議題２ 資料：本市の災害廃棄物処理対応について 

 


